
授業改善のポイント 第６学年 

情報を収集し，吟味・解釈する力を付ける 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

問題文を読み，文章を書

く目的や意図を読み取る。 

問題文をよく読んで，「誰に」「何について」「何のために」 

伝える文章を書くことになっているのかをはっきりさせましょう。 

 
 
 
 
 

村
上
さ
ん
の
お
話 

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
公
園
を
利
用
す
る
一
人
と
し
て
、

若
葉
市
に
お
願
い
す
る
設
備
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
心
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

      

資
料
ア 

問
い
５ 

あ
な
た
は
若
葉
中
央
公
園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
公
園
に
す
る
た
め
に
考
え

た
こ
と
を
管
理
人
の
村
上
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

三
浦
さ
ん 

     

平
田
さ
ん 

 

そ
う
考
え
る
と
、
ぼ
く
た
ち
に
も
で

き
る
心
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は

た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
一
人
の

利
用
者
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

  

で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

設
備
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
必

要
だ
け
れ
ど
、
心
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
も
必
要
で
あ
り
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
管
理
人
の
村
上

さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（
グ
ル
ー
プ
内
の
話
し
合
い
は
続
く

…
…
。） 

 

資
料
か
ら 

話
合
い
の
様
子
か
ら 

問
い
の
文
か
ら 

誰もが使いやすい公園にするために，（何のために） 

わたしが考えた設備のユニバーサルデザインと 

心のユニバーサルデザインについて，（何について） 

村上さんに（誰に）伝える文章を書くんだね！ 

資料を吟味・解釈す

る。 

目的に合った資料を選んだり，資料のどの部分が自分の意見を伝

えるために使えるのかを考えたりする活動をしましょう。 

 

資料ウ，エは、施設のユニバー

サルデザインについて書いてあ

ります。資料ウはグラフを使っ

て数値が書かれているので，そ

れをもとに自分の考えを書くこ

とができます。 

資料オ，カ，キは取材メモで

す。施設のユニバーサルデザイ

ンだけでなく，「使う人のマナー

がよくない」などの心のユニバ

ーサルデザインについて書いて

あります。それぞれの文章がど

ちらにあてはまるのか注意して

読まなければなりません。 

 



論理的に思考する力を付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユニバーサルデザインが必要だと思う設備 

（2016 年 6月 3日 公園利用者 100 人にアンケート複数回答可） 

 

資料ウ 
 小さい子ども 

連れの家族 

・水飲み場のじゃ

口が高い。 

・おむつ交かんが

しづらい。 
 

お年寄り 

体の不自由な方 

・スロープや階

段に手すりが

少ない。 

・多目的トイレ

が少ない。 

資料ウ 
日よけを 

つくって 

ほしい人 

８６人 

↓ 

多い。 

Ａ Ａ 

    取材メモ＜お年寄り、体の不自由な方＞    

・ 階段をのぼっている時，となりをいきおいよく

かけあがる人がいてこわかった。 

・ スロ－プや階段に手すりが少ない。 

・ 多目的トイレが少ない。 

・ 公園に日かげがなくて，ゆっくり休むことがで

きない。 

 

資料カ 

思考ツールを使って，情報を整理・分類して，自分

の考えと結び付けていく活動に取り組みましょう。 

           取材メモ＜小さい子ども連れの家族＞  
・ 横一列に並んで歩いている人がいて，公園の通路を

通ることができなかった。 

・ 水飲み場のじゃ口が高く，水を飲んだり手をあらっ

たりしづらい。 

・ トイレがせまくておむつ交かんがしづらい。              

・ 子ども遊具広場に日かげがなく，休む場所がなくて

こまった。 

 

資料オ  

日よけをつくる！ 

誰もがもっと使いやすい公園になる！ 

線で結び共通点

を見つけます。 

数値を見て考えた

ことなどをメモし

ていきます。 

「資料ウ」，「資料カ」，「資料オ」の情報

を，「矢印と囲み」を使って整理しています。

「矢印と囲み」はとても簡単な思考ツールで

すが，情報を整理・分類したり，自分の考え

と結び付けたりすることができます。日頃の

授業でも使うことがます。その他にもさまざ

まな思考ツールがあります。目的に応じて使

い分けることができるとよいですね。 

Ｙチャート 
 

Ａの視点 

 

Ｂの視点     Ｃの視点 

・多面的にみる 

・多角的にみる 

・アイデアを出す 

・焦点化する 

マトリックス 

 よい点 改善点 

Ａ班   

Ｂ班   

Ｃ班   

 

・分類する 

・整理する 

・比較する 

・多面的にみる 

・多角的にみる 

ステップチャート 
 

・順序立てる 

・計画する 

・構造化する 

・要約する 

その他，短冊カードや

付箋なども思考ツールで

す。 

子どもたちがいつでも

使えるように準備してお

くことも必要です。 

情報を整理し，自分の考えと

結び付けていく。 

資料から分かること（事実） 

資料から考えられること（あなたの考え） 

 

思考ツールの例 



説得力のある文章を書く力を付ける 

 

 

 

頭括型 

冒頭部に総括する文章 

双括型 

冒頭部・終結部の双方で総括する文章 

尾括型 

終結部に総括する文章 

主張 

↓ 

説明・根拠 

主張 

↓ 

説明・根拠 

↓ 

主張 

話題提示や問い 

↓ 

説明・根拠 

↓ 

主張 

目的に応じて使い分けることが大切です。 

六年生は１５分で３７０字程度書くことが目安です。 

 

 

 

 

終わり 中 始め 【
構
成
メ
モ
】 

 
（４段落） 

自分たちにできるユニバーサルデザイン 

（３段落） 

市にお願いするユニバーサルデザイン 

（２段落） 

 

（１段落） 

 

こ
の
よ
う
に
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
っ
た
り
私
た
ち
が
困
っ

て
い
る
人
に
声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

使
い
や
す
い
公
園
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
私
た
ち
が
困
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
る
こ
と
で
す
。 

  

選
ん
だ
資
料
の
記
号 

  

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
（
事
実
） 

 

・
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
人
が
困
っ
た
と
き
に
声
を
か
け
て 

も
む
し
さ
れ
た
。 

 

資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
あ
な
た
の
考
え
） 

 

・
私
た
ち
か
ら
困
っ
て
い
る
人
に
積
極
的
に
声
を
か
け
る
。 

→
安
心
し
て
公
園
を
利
用
で
き
る
。 

一
つ
目
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
で
す
。 

  

選
ん
だ
資
料
の
記
号 

  

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
（
事
実
） 

 

・
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
人
が 

九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
と
て
も
多
く
い
る
。 

 

資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
あ
な
た
の
考
え
） 

 

・
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
れ
ば
、
待
つ
時
間
も
な
く
使
え
、 

多
く
の
人
が
困
ら
な
く
な
る
。 

・
お
む
つ
交
換
も
し
や
す
く
な
る
。 

わ
た
し
は
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
公
園
に
す
る
た
め
に
、
二
つ

の
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

 

 

 

双括型の構成で意見文を書く

ため，構成メモを使って段落を

構成する。 

ウ オ 

目的や意図に合った文の形を

選ぶ。 

意見文には「頭括型」「双括型」「尾括型」の三種類が

あります。構成を意識させて書かせましょう。 

「始め―中－終わり」の三部構成で，４段落で書きます。 

「中」の部分は資料を２つ選んで書くので，２つの段落に 

分けて書きます。 

「選んだ資料」→「分かること」→「考えら

れること」に整合性があるか確認しましょう。 

「始め」と「終わり」の意見を整合させるこ

とが大事です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一文目…接続詞やナンバリングで順序を表し，提案を述べます。 

例 「まず，○○をします。」 

「一つ目は，○○についてです。」        

「最初に，○○を提案します。」        

 

三文目…事実から考えた意見を述べます。「始め」の主張と関連させましょう。 

例 「○○ということは，○○だと考えることができます。」（推論） 

「もし，○○すれば，○○になると思います。」（仮定） 

「○○は多い（少ない）ので，○○する必要があると思います。」（分析） 

 「中」の一つの段落

に一貫性をもたせるこ

とで，より説得力のあ

る意見になります。 

 

二文目…選んだ資料と，資料から分かる事実を述べます。 

例 「資料△から，○○ということが分かります。」 

「資料△を見ると，○○とあります。」     

「資料△で，○○されています。」      

 

 

「中」の説明に説得力をもた

せるために書き方を工夫する。 

事実から分かることの書き方を工夫することで，中の

説明に説得力を持たせることができます。 

「選択した資料→その資料から分かる事実→事実から考えられる 

意見・判断」というつながりを意識して述べさせましょう。 

一
つ
目
は
、
手
あ
ら
い
場
の
じ
ゃ
ぐ
ち
の
高

さ
を
低
く
す
る
こ
と
で
す
。
資
料
オ
を
み
る
と
、

小
さ
い
子
ど
も
が
じ
ゃ
口
の
位
置
が
低
い
と
使

い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
じ
ゃ

口
が
低
い
と
水
が
飲
み
や
す
く
て
と
て
も
よ
い

で
す
。
僕
た
ち
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
車
い
す
を

利
用
す
る
人
た
ち
な
ど
、
他
の
人
も
使
い
や
す

く
な
り
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
ぼ
く
た
ち
が
公
園
内
を
歩
く
こ

と
で
す
。
資
料
カ
を
み
る
と
、
お
年
寄
り
が
階

段
を
の
ぼ
っ
て
い
る
と
き
、
と
な
り
を
か
け
あ

が
る
人
が
い
て
こ
わ
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
ぼ
く
た
ち
が
歩
い
て
マ
ナ
ー
を
守
り
、
お

年
寄
り
の
人
が
こ
わ
が
ら
ず
、
け
が
を
す
る
心

配
が
な
く
、
安
心
し
て
公
園
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
で

す
。
資
料
ウ
を
み
る
と
、
整
備
が
必
要
な
設
備

で
は
多
目
的
ト
イ
レ
が
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
多
く
の
人
が
作
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
多
目
的
ト
イ
レ
を
作
れ

ば
、
待
つ
時
間
も
な
く
使
え
、
多
く
の
人
が
困
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
連
れ
が
お
む

つ
交
換
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
私
た
ち
が
こ
ま
っ
て
い
る
人
に

声
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
資
料
オ
を
み
る
と
、

小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
人
が
こ
ま
っ
た
と
き
に

声
を
か
け
て
も
無
視
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
私
た
ち
が
積
極
的
に
こ
ま
っ

て
い
る
人
に
声
を
か
け
こ
ま
っ
た
人
を
助
け
、

安
心
し
て
公
園
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
増

や
し
ま
す
。 

資料から考えられること 

二重線部分 

資料から分かること 

波線部分 

選択した資料 

□囲み 

 

最後にもう一度「始め」「終わり」の主張と中で述べた説明の整合性がとれているか

どうか確かめましょう。これで説得力のある文章が書けるはずです。 

資料の体験談や知識，

数値をもとにして，児童

に考えさせることが大事

になります。 
 

提案 

事実 

考え 

 


